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豊能町立義務教育学校水泳授業指導業務委託仕様書 

 

 

１ 業務の目的 

本業務は、豊能町立義務教育学校の体育科における水泳授業について、スポーツセンタ

ーシートス（以下「シートス」という。）を活用して実施することにより、効果的な水泳

授業の実施及び教員の負担軽減に資することを目的とする。 

 

２ 対象校・見込予定人数 

（１） 対象校 

  豊能町立とよの東学園（以下「東学園」という。） 

   現在の豊能町立東能勢中学校の場所（豊能町余野 159番地の２）で令和８年４月に開

校予定 

  豊能町立とよの西学園（以下「西学園」という。） 

   旧豊能町立吉川中学校の場所（豊能町東ときわ台１丁目３番地の２）で令和８年４月

に開校予定 

 

（２） 見込予定人数（令和８年度児童生徒数・学級数推計 令和７年７月１日時点） 

学校名 
東学園 西学園 

児童・生徒数 学級数 児童・生徒数 学級数 

１年 10 1 59 2 

２年 10 1 57 2 

３年 13 1 59 2 

４年 10 1 67 2 

５年 16 1 63 2 

６年 20 1 72 2 

７年（中１） 16 1 59 2 

８年（中２） 20 1 61 2 

９年（中３） 15 1 73 2 

合計 130 9 570 18 

 令和９年度以降も同程度の人数、学級数で推移する予定 
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３ 履行場所 

シートスの屋内プール施設（温水） 

  

４ 履行期間 

  業務遂行について特段の支障がなく、かつ、この業務の関連予算の減額又は削除がない

場合に限り、初年度を含めて５年間、指定管理事業と一貫して実施することを基本とする。 

 

５ 業務内容 

（１） 概要 

体育科の水泳授業を実施するため、プール施設の利用、インストラクターによる指導補 

助業務（以下、「水泳指導」という。）を委託する。 

 

（２） 実施回数及び実施日 

 ア 水泳指導については、別表の時間割表を参考に移動時間、着替え等を含め、おお

むね２授業時間を１単位として、授業間の休み時間等も含め、約 120 分から 150 分

以内で実施することとし、入水時間としては、50分間から 60分間を確保すること。

（準備運動・整理運動を含む） 

 

イ 水泳指導について、東学園の児童・生徒は２学年で１単位（一部は３学年で１単

位）、西学園は、１学年を１単位として実施すること。東学園における学年の組み合わ

せは、受託者と教育委員会が協議の上決定する。 

 

 ウ １日の単位数は、別添の時間割表を参考の上、東学園においては、午前２単位、午

後１単位、西学園においては、午前３単位、午後１単位を基本として、受注者と教育

委員会が協議の上決定する。午前に西学園、午後に東学園や、学年の組み合わせに

ついても柔軟な運用に対応すること。 

   ただし、特別な事情がある場合は受託者と教育委員会が協議の上、午前のみ、午

後のみ等の水泳指導も可能とする。 

 

エ 水泳指導は、教育委員会と協議の上、原則として指定管理期間中の各年５月～１

２月（学校登校日に限る。ただし、学校行事のある日を除く。）の間において、シー

トスの休館日である月曜日に実施する。年間の授業時間は、１年から６年は５単位、

７年（中１）から９年（中３）は７単位を原則とするが、気象警報発令時や補講が必

要な場合等、授業の増減や期間の延長についても教育委員会と協議の上、対応する

こと。 
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オ 日程の変更がある場合については、事前に受託者と各学校が協議の上、日程調整

を図ること。 

 

（３） 人員配置 

ア 水泳指導には社内で十分な指導経験があり、ＣＰＲ（心肺蘇生法）、ＡＥＤ（自

動体外式除細動器）の講習・訓練を受けているインストラクターを配置し、教員と

ともに水泳指導にあたること。１単位あたりの水泳指導には、４名のインストラク

ターを配置すること。ただし、東学園において、２学年を１単位とする水泳指導を

実施する場合は、１単位あたり３名のインストラクターを配置すること。 

 

イ インストラクターは、教員とのチームティーチングによりきめ細かで効果的な

指導にあたること。指導内容については、小学校、中学校の学習指導要領（保健）

体育編の内容を基本とし、事前に授業カリキュラムや指導内容、評価項目等に関す

る打合せを対象校の教員と行い、授業を効率的に進めること。 

 

ウ プール監視員の役割は学校で配置する教員が行うが、水泳指導が円滑に行われ

るよう、インストラクターと学校で綿密に情報共有を行うこと。 

 

エ 受託者は、各学校と協議の上、１単位ごとの水泳指導実施後に、指導にあたった

教員名、インストラクター名、指導内容、児童・生徒の健康状況等を記載したプー

ル日誌（仮称）を作成すること。 

 

オ 受託者は、各学期の水泳指導が終了した後、すみやかに事業完了報告書を作成し、

教育委員会へ提出すること。 

 

（４） 児童・生徒の送迎に関する事項 

   ア 対象校と施設間の移動については、受託者がマイクロバス（乗車定員２７名以上）

を用意し、教育委員会が配置するバスと連携して行うこと。児童・生徒の乗車時、

降車時は、受託者の運転手は教育委員会が配置する運転手及び教職員と連携し、安

全確保に配慮すること。 

     特に、バスの降車時は、車内に児童・生徒の置き去りがないよう、十分に注意す

ること。 

 

イ 受託者が用意したバスにおいて、送迎時に事故や怪我が発生した場合に、受託者

の責任において十分な補償及び対応ができるように保険に加入すること。 
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６ 委託料 

（１） 委託料は、プール施設管理料、インストラクター費用、バス運行費に分けて積算す

る。なお、委託料には、上記の費用に加え、豊能町立総合体育施設条例の規定に基づ

き、児童・生徒１人当たり 340 円、引率教員（監視員含む）１人当たり 670 円（い

ずれも税込み）の利用料を加算して支払う。 

 

（２） プール施設管理料は、１日当たりの金額で積算する。 

 

（３） インストラクター費用については、１人１単位（５．（２）に規定する授業の単位）

当たりの単価で積算する。管理費等が必要な場合は別途加算する。 

 

（４） バス運行費については、運行に係る諸経費も含めて１日当たりの単価で積算する。

管理費等が必要な場合は別途加算する。 

 

（５） 受託者は、１日あたりのプール利用料金、インストラクター費用、バス運行費の金

額を算出し、１日当たりの単価に水泳指導を実施した日数を乗じた金額により請求

するものとする。なお、支払いについては学期ごとの業務を完了後、適法な請求書及

び事業完了報告書を受けた日から 30日以内に支払うものとする。 

 

（６） 豊能町立スポーツセンターシートス指定管理者募集要項（以下「募集要項」とする。）

の「７．指定管理者の選定」「（１）選定方針」に記載している学校水泳指導業務委託

料の金額については、上記（５）に記載した積算方法に基づき別添の「水泳指導業務

委託料明細書」を作成し、合計金額を様式第６号「シートス収支計画書」の「学校水

泳指導業務委託料」の欄に記載すること。 

 

７ その他特記事項 

（１） 受託者は水泳指導業務実施にあたり、学校教育活動の一環であることを十分理解し、

文部科学省「学校環境衛生基準」等、関係法令に基づく措置を講ずること。 

 

（２） 水泳指導、バス運行については、安全第一を心掛け、事故防止に努めること。万が

一事故が発生した場合は、学校と協力し事態の収拾を図ること。なお、以下の事案

が発生した場合は、受注者が責任をもって対処すること。 

   ・水泳指導の際、受注者の重過失により事故が発生した場合 

   ・水泳指導の際、受注者が運行したバスにおいて、受注者の過失により交通事故が発

生した場合 
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   ・水泳指導の際、受注者が運行したバスにおいて、児童・生徒の置き去り事故が発生

した場合 

 

（３） 本業務で知り得た児童・生徒の個人情報、学級や学校等に関する情報及び本業務時

に記録した文書、写真、音声、動画等については、本業務委託の目的以外では使用せ

ず、第三者に対して開示しないこと。ただし、教育委員会及び業務実施校の事前の許

可を受けた場合はこの限りではない。 

 

（４） 本仕様書に記載していない事項及び疑義が生じた場合、委託者と受託者で協議の上、

定めるものとする。 

 


